
新たなキャッチフレーズ
キャッチフレーズを変えました。『所得を、増やそう。』から

『再起！ここから一緒に。』へと。緊急事態宣言は解除されまし
たが、引き続き感染者数が増加し、警戒を要する地域もありま
す。また、海外では感染者が急増している国もあり、警戒が必
要です。何より、未だにこの病気のことが良く分かっておらず、
治療薬やワクチンの開発も試行錯誤中です。人類は先の見通し
がつかない闇をさまよっているのかもしれません。

人類の叡智を結集して
治療薬・予防ワクチンの開発を！
しかし、朝の訪れない夜はありません。そして、先の見通し
が全く立たない訳でもありません。皆様と一緒にこの困難を乗
り切り、再起しようという想いでキャッチフレーズを変えまし
た。やるべきことは明白です。治療薬・予防ワクチンを早急に
開発することです。世界ではいま、科学者の叡智を結集して新
薬の開発が進められています。以前、この活動レポートでも取
り上げた大阪大学の森下竜一先生もそのお一人です。薬が無く
ても、人間には本来免疫力が備わっています。仮に感染したと
しても、自己免疫力で回復出来る。そんな医療の態勢を現状何
とか確保しています。同時に、基礎疾患のある方が感染を避け
られるように、スプレッターの早期発見のための検査体制も整
備されつつあります。こうした態勢を強化しつつ、新薬の開発
を急ぐべきだと考えます。

ピンチをチャンスに
コロナで人々の行動が変わり、結果として需要の形態が変わ
ってきています。この変化に対応したセーフティネットの構築
と、それをより良い方向に変えて社会に活かす方策も求められ
ています。かねてから私は、我国の生産性を引き上げ、一人あ

たりの所得を増やすことを提唱してきましたが、もし在宅勤務
などを活用することで生産性が引き上げられれば「災い転じて
…」となるはずです。ピンチはチャンスです。

これまで提唱してきたことを実現して、
「災い転じて福と」します
なかでも全力を挙げて取り組むべきは人工光合成の実現です。
今年の上半期、世界で大幅に減少した二酸化炭素排出量もやが
ては元に戻るでしょう。そのとき人工光合成が実用ベースに
のっていれば、二酸化炭素の総量を減少させることができるの
です。
今回のコロナ禍では個人事業主や中小企業に対する持続化給
付金、また全国民への特別定額給付金の支給を巡り混乱が起き
ました。しかしもし、私がかねてから主張してきた歳入庁がで
きていれば問題は回避できたはずです。二度と同じ後悔をしな
いためにも「災い転じて…」を実行したいと思います。
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誰にでも何度でもチャンスのある社会を。
あさおの思いはコチラから。
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浅尾） ご自身で軽自動車購入、改造
してPCR検査を始められたとのこ
とですが、そのきっかけは？
長谷川） 元々は鎌倉市内の病院での
PCR検査をしていましたが、コロ
ナウィルス感染が広がるようにな
って、千葉県の医師会でPCR検査
を移動式車両で実施し始めたことを聞いて、自分でもや
ろうと思い立ちました。

浅尾） 移動式で往診検査をやる意味は何ですか？
長谷川） コロナウィルスは発症直後が最もウィルスの量が
多いことが判ってきました。発症が疑われるケースでは1日
も早く感染を見つけることが大事です。色んなやり方が
あってよいと思いますが、移動式は外出ができない患者

さんのところへ、
いち早く行って検
査できます。特に
高齢者施設などで
は、現地へ赴き早
期に感染検査をす

ることで施設の他の方へ
の感染拡大を防げます。
浅尾） 他にもメリットがあ
るとのことですが、どのようなことですか？
長谷川） 先ず検査は屋外で実施しますので、検査の度に室
内清掃などをする必要がありません。車内から透明パネ
ル越しにゴム手袋で検査しますから、感染リスクを減ら
せます。この方式で検査ができれば、毎回フル装備の防
護服が必要な救急隊員の方々の出動が減らすことができ、
そうした負担も減らすことができます。
浅尾） なるほど、症状があって不安でも、移動できない方
はこの方式で受診して欲しいということですね。
長谷川） はい、今は24時間以内に対応します。症状が出て
不安な方、連絡いただければと思います。
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これをくぐることで心身を清めて災厄を祓い、無病息災を
祈願するというもので、1200年ほど前の平安時代から続
く神事です。

栄区笠間の青木神社では地域の
皆さんが集まり、一日がかりで茅
を編み、参道に茅の輪を組み上げ
ました。6月28日（日）の大祓式で
は、コロナウィルスの収束を祈願。
「古来から疫病退散を祓ってきた
歴史があるもので、どなたでも茅
の輪くぐりをしていただけます」
と宮司の石井晨さん。今
年は8月中旬まで設置を
続けるとのこと、コロナ
ウィルスを祓って元気に
過ごしたいですね。
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先生今月の対談

茅の輪（ちのわ）くぐり地域の活動のご案内

コロナウィルス感染が疑われる人で高齢者など、自力で外出が困難な方たちに向け
て車を使っての移動型PCR検査を始められた長谷川 太郎先生（鎌倉材木座在住）に
お話を伺いました。

湘南おおふなクリニック
非常時として下記の往診受付けています。
●通院困難な方で病院受診ができない方
●つらい症状があるが感染防止のため医療機関への受診ができない方
電話：0467-44-1117，080-4050-2252（受付時間 9：00～18：00）十分な距離を保って対談

ご存知ですか？茅の輪くぐりで疫病退散

往診先のご家庭で

◀石井宮司
　茅の輪を組み上げて

「あさお慶一郎君を応援する会」では浅尾慶一郎の政治活動を支援する一助として
「特別賛助会員」（5,000円/年）の募集を行っております。ご入会された方には、
大船「ちいりんご」の店主 まつもとちえこさんがデザインを手掛けた、今年の干支
である子（ねずみ）の「オリジナルピンバッジ」をお送りさせていただきます。

特別賛助会員募集・
各種イベント申込

各種入会・詳細に関しましては、「浅尾慶一郎事務所」ホームページ「http://asao.net/asaokai/」又は TEL. 0467-47-5682 までご連絡ください。


